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注 意 事 項 

１ 解答は，すべて解答用紙に横書きで記入してください。 

２ 解答用紙は２枚あるので，どちらかを下書きとして使用してください。 

３ 解答用紙の提出用・下書き用はいずれも回収します。 

４ 受験票とこの問題用紙は持ち帰ってください。 
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 課 題  

朝食の摂取状況は，その他の生活習慣，体力・運動能力，運動習慣等と関係しているとい

う研究結果があります。スポーツ庁では，小学５年生と中学２年生全員を対象とする「全国

体力・運動能力、運動習慣等調査」を毎年度実施しています。 

まず，表１，２から，朝食を「毎日食べる」「食べない」男女生徒の「１週間の総運動時間」

「総合評価と体力合計点」の状況等について読み取れることを，具体的な数値を用いて述べ

なさい。次に，運動時間の減少や体力・運動能力の低下の要因として考えられることを挙げ，

その解決策と今後の展望について，具体的に述べなさい。 

ただし，数字は１マスに２つまで入れることとし，あわせて 800字以内でまとめなさい。 

 

注：「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の対象者の小学５年生とは，小学校，義務教

育学校前期課程及び特別支援学校小学部の５年生，中学２年生とは，中学校，義務教育

学校後期課程，中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学部の２年生のことを指して

います。特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級に在籍している児童・生徒につい

ては，その障害の状態等を考慮して，参加の是非を適切に判断することとしています。 

また，集計結果における百分率は，少数第２位を四捨五入し，少数第１位までで示して

いるため，百分率の合計が 100％にならないことがあります。 

 

表１ 「朝食の状況」×「１週間の総運動時間｣ 

 

 

 

 

  【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（スポーツ庁『令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書』令和６年，p.89

より作成） 
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表２ 「朝食の状況」×「総合評価と体力合計点」 

 

 

 

  【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（スポーツ庁『令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書』令和６年，p.93

より作成） 

 

注：体力・運動能力調査は，①握力，②上体起こし，③長座体前屈，④反復横とび，⑤持久

走または 20ｍシャトルラン，⑥50ｍ走，⑦立ち幅とび，⑧ハンドボール投げの８項目で

す。 

体力合計点は，項目別得点表により記録を採点し，各項目の得点を合計したものです。

総合評価は，体力合計点を総合評価規準表によりＡ（57以上），Ｂ（47～56），Ｃ（37～

46），Ｄ（27～36），Ｅ（26 以下）の５段階で評価したものです。 

   

 

 

 



－食栄 ４－４－ 
 

 


